
２．事業の目的及び内容

（１）目的

（２）具体的な内容

３．補助先の公益法人の名称

４．補助金支出実績額

５．補助金における管理費

　　　　　　　　ー　千円

　　　　　　　　ー　千円

金　額

　　　　　　　　ー　千円

　　　　　　　　ー　千円

支出先 金　額

NECﾄｰｷﾝﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱ 2,000千円

三菱UFJﾘｻｰﾁ&ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱ 1,100千円

㈱富士検査ｾﾝﾀｰ 42千円

NECﾄｰｷﾝﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ㈱ 2,000千円

5,142千円（B)

支出先 金　額

ｸﾗｽﾀｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ、専門家、講師 5,425千円

ｸﾗｽﾀｰﾏﾈｰｼﾞｬｰ、専門家、講師、職員 1,123千円

会場事業者 4,107千円

印刷業者 80千円

運送事業者等 135千円

サーバー管理事業者 799千円

出版業者等 136千円

事務補助員 854千円

12,659千円

金　額

　　　　　　　　　　　　　ー　千円

28.8％(B/A)　

内  容

合　計

８．再補助の割合

（２）（１）以外の支出

臨時用役費

合　計

７．その他

支出内容

謝金

旅費

会場借料等

印刷製本費

通信運搬費

合　計

合　計

合　計

（１）外部に再補助されているものに関する支出

６．外部への支出

歯科材料及び関連機械器具の原材料調
査

１．補助金の名称
平成１８年度広域的新事業支援連携等事業費補助金
（広域的新事業支援ネットワーク強化事業）

東北地域においては、歴史的に培ってきた鉱山技術、選鉱製錬技術、冶金・材料技術を始め、近年著し
い発展を遂げてきたデバイス技術、ＩＴ技術等の蓄積がある。他方、循環型社会対応産業のシーズになり
うる家電リサイクル技術、超臨界技術、廃棄物燃焼技術、各種リサイクル技術等の発展もめざましいもの
があり、これらのポテンシャルを活用し、産学官連携により循環型社会対応産業の振興を図ることによ
り、産業クラスターを形成する。

循環型社会対応産業かかる起業のニーズと大学等の技術シーズのマッチングを進めるとともに産学官
の人的ネットワークをより緊密化する。さらに、分科会や研究会を実施することにより、産学官のフォー
メーションによる技術開発プロジェクトを創出し、新規産業や新規事業の芽を創出する。このため、発展可
能性のある企業や技術開発プロジェクトを３０程度設定し、具体的な支援をおこなう。

プラスチックサンプル分析

（２）一般管理費

内　容

（３）その他の管理費

補助金支出明細書

                                 　　　　　　　　   17,801千円(A)

（１）人件費

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ他

資料購入

社団法人　東北ニュービジネス協議会

支出内容
各種廃棄物の東北地域における化石代
替燃料としての有効活用に関する技術調
査

東北地域における各種廃棄物のﾘｻｲｸﾙ
ﾙｰﾌﾟ事業評価事業


